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事業の目的と概要

Ⅰ　成果指標（活動指標）

Ⅱ　活動実績・成果

Ⅲ　課題と今後の取組

※令和８年度行政評価から指標「情報発信プラザ物販売上げ
額」及び「吹田市ファンクラブ会員数」を削除

【成果指標1,2】SNSによる情報発信回数,SNSの登録者数
・SNSの登録者数について、前年度に比べて全てのSNSにおいて
増加。（すいたんX（旧Twitter）:919増、すいたんFacebook:66
増、市公式Instagram:955増）
・SNSによる情報発信回数について、市公式Instagramは目標回
数を達成しているもののすいたんSNSは未達成。（すいたん
SNS:339回、市公式Instagram:145回）
・すいたんSNSは、各室課の事業やイベント等の投稿、その他本
市の魅力に関する投稿、季節や時流に合わせた投稿を積極的に
実施することによりアカウント自体の魅力向上に努め、情報発
信回数は目標に達しなかったもののフォロワー数の増加数が前
年度より約4倍増えた。
・市公式Instagramは、市民が投稿した本市の魅力的な風景等を
リポスト投稿するハッシュタグキャンペーンを実施。令和7年の
応募数は1,130件と前年より減少したもののストーリーズ等の
Instagramの機能を活用した発信を行いフォロワー数が一定数増
加した。

【成果指標3】すいたフェスタ関係者数
・すいたフェスタ事業の活動指標として、市民参画によりイベ
ントを盛り上げてより多くの来場者数を達成できるよう、すい
たフェスタ関係者数を計上しており、概ね2,000人程度で推移し
ている。

【その他の取組】
・2025年日本国際博覧会を本市の魅力創造・発信の好機と捉え、
様々な取組を実施した。
　本博覧会の会場内では、西奥町だんじりの曳行や山田権六おどり
の披露、吹田くわいに関する展示等を行い、約440人の市民が出展
（出演）者として参加した。
　会場外では、民間事業者と連携して実施する万博機運醸成事業と
して「Osaka Flower Carpet 2025」を行い、約150人の市民が展示
物（花絵）の制作者として参加した。スイス連邦を相手国とした万
博国際交流プログラム事業では、平和シンポジウムや学校交流事業
等を行い、約1,000人の市民等が参加した。
　また、本博覧会を契機としたシティプロモーション事業では、行
政、市民、企業等の様々な主体により、より一層本市の魅力が創
造・発信されるまちとなるよう市全体の機運を醸成する「suitable
city躍動プロジェクト」として、市民共有型のロゴ（吹田クロスロ
ゴ）を活用しながら、市民等が主体となったワークショップ（5
回）と魅力発信イベントを開催し、約10,000人が来場した。
・各室課の事業が、シティプロモーションの観点からより効果的に
実施されるように、発信力強化を目的としたデザイン研修や外部有
識者等で構成するシティプロモーションアドバイザー会議において
希望室課の案件の意見聴取を行うなどの取組を実施した。
・吹田くわいの普及啓発のため、里親事業（家庭栽培用の種芋等の
配付）、吹田くわい料理教室、庁舎敷地内での栽培、市内の郵便局
や大学との連携による栽培などを実施した。

【財務情報に基づいた評価】
・主な経常費用は、給与関係費123,268千円、物件費50,227千円で
ある。本事業は、職員による発案・検討による企画の実施や情報収
集、調整等の積み重ねで事業を進めているほか、2025年日本国際博
覧会を契機としたシティプロモーション事業等については、業務委
託も活用しながら効果的な事業運営を実施した。

【都市魅力創造・発信】
「吹田市情報発信プラザ（Inforestすいた）」を令和6年10月に
閉鎖しており、引き続き、各室課とも連携を図りながら、SNSを
中心とした更なる魅力発信の強化を図る。
また、2025年日本国際博覧会が令和7年10月に閉幕したが、本博
覧会を契機として実施した「suitable city躍動プロジェクト」
やスイス連邦との交流等の取組を継続し、市民のさらなる市へ
の愛着等の醸成を図る。

【大学のあるまちづくり】
大学とのより一層の連携強化に向け、取組の見える化に注力し、庁
内向けの周知や、市ホームページでの情報発信に努めている。ま
た、令和8年度よりふるさと納税制度を活用して、大学に対する財
政支援を行っている。
【すいたフェスタ】
熱中症対策や、障がいのある方への配慮など、多くの人が楽しめる
市の一大イベントとなるよう実行委員会と引き続き連携を図る。

すいたフェスタ関係者数 人 2,115 2,010 2,061
運営スタッフ、ステージ出演者、模擬店出店者等の関係者総
数
※令和８年度行政評価から指標を追加

SNSによる情報発信回数 回 546 531 484
①すいたんSNS（X（旧Twitter）・Facebook）及び②市公式
Instagram発信回数
目標回数：①市役所開庁日毎日発信②週2回（火、金）

SNSの登録者数 人 21,485 22,489 24,429
①すいたんSNS（X（旧Twitter）・Facebook）及び②市公式
Instagramの登録者数

【目的】　全国的に人口減少・少子高齢化が進む中で、本市が持続的に発展するために、本市が持つ魅力を積極的に創造・発信し、
市民にとって「住み続けたい」「離れても戻りたい」といった市への愛着や誇りが醸成される取組を実施。
【概要】　・都市魅力創造事業（市民の市への愛着や誇りが醸成される取組の実施）・都市魅力発信事業（地域の特性を生かした取
組の実施、本市ならではの魅力向上に繋がるイベントへの補助金交付等の実施）・大学のあるまちづくり事業（市内５大学等と連携
を図り、各機関が有する豊富な知的財産、人材、情報、施設等をまちづくりの各般で生かし、双方の発展に寄与する取組の実施）・
すいたフェスタ事業（運営事業補助金の交付、事務局の一部委託）

指  標  名 単位 令和5年度 令和6年度 令和7年度 指　標　の　定　義

総務管理費 （目） 40 シティプロモーション費

部局名 都市魅力部
予算執行
所属

シティプロモーション推進室

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 2 総務費 （項）

管理事業名 シティプロモーション事業
総合計画
の体系

1

大綱 都市魅力

政策 市民が愛着をもてるまちづくり

施策 魅力の向上と発信
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Ⅳ　財務情報
◆貸借対照表【ＢＳ】 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計

◆行政コスト計算書【ＰＬ】 （単位：千円） 財務諸表の特徴的な事項

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 (a)
給与関係費
物件費
維持補修費
社会保障扶助費

特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額
賞与引当金繰入額
退職手当引当金繰入額
支払利息
その他
経常費用　小計 (b)

経常収支差額 (a)-(b)=(c)
固定資産売却益 単位当たりのコスト分析(「経常費用 小計(b)」÷「実績」）
その他
特別収入　小計 (d) 円 円 円
固定資産除売却損 人 人 人
その他 円 円 円
特別費用　小計 (e)

特別収支差額 (d)-(e)=(f)
一般財源調整額 (g)
当期収支差額 (c)+(f)+(g)
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

人にかかるコストの内訳
◆キャッシュ・フロー収支差額集計表【ＣＦ】 （単位：千円）

行政サービス活動収入
行政サービス活動支出

投資活動収入
投資活動支出
投資活動収支差額 分析指標 (単位:％)

財務活動収入
財務活動支出
財務活動収支差額
収支差額　合計
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
前年度からの繰越金

385,999

98.3 99.2 0.9

-
-

- - - - 一般財源充当比率 97.6
- - - - 受益者負担比率 - - -

- -
- - - - 徴収不能引当率 - - -

- - -
189,916 220,287 211,164 △9,123 経常費用対公共資産比率 2012.7 -

△189,916 △220,287 △211,164 9,123 施設維持補修費比率 0.7

B-A
- - - - 施設老朽化比率 84.2 - - -

令和6年度 令和7年度 差
- - - - A B
- - - - 　　　　　　　年度

分析指標
令和5年度

- - - -
- - - -

- - - - 合計 139,571
行政サービス活動収支差額 △189,916 △220,287 △211,164 9,123 特別職非常勤

6,266 13.20
194,675 224,180 212,962 △11,218 会計年度任用等 10,438

-

4,759 3,893 1,798 △2,095 常勤・再任用 129,133

月平均従事
人数(人)区分 令和5年度

令和6年度 令和7年度 差額 うち時間外手
当等(千円)A B B-A

△13,077 △11,432 △2,864 8,568

給与関係費
等(千円)

- - - -
- - - -

△202,993 △231,719 △214,605 17,114
189,916 220,287 211,741 △8,546

- △1,032 - 1,032
分
析
内
容

「吹田市情報発信プラザ（Inforestすいた）」の閉鎖
（令和6年10月）により、市民一人当たりのコストが減
少。

- - - -

- 1,032 - △1,032 実績

384,302
561

- - - - コスト

544 611
特
別
費
用

- 1,032 - △1,032 実績 382,336

特
別
収
入

単位 令和5年度 令和6年度 令和7年度
- - - -

市民1人
コスト

- - - -
- - - -

234,580 216,403 △18,177
△202,993 △230,687 △214,605 16,082

15,055 14,675 7,577 △7,098
- - - -
-

-

7,965 9,912 8,726 △1,186

- - -
207,752

1,032 602 - △602
- - - -

【PL】
負担金・補
助金・交付
金等

「吹田市情報発信プラザ（Inforestすいた）」
の閉鎖（令和6年10月）による減。

負担金・補助金・交付金等 32,113 37,840 26,555 △11,284

4,591 3,393 1,133

- -

88 50 △39
- - - -

-
経
常
費
用

105,686 116,062 123,268 7,206
45,827 55,401 50,227 △5,173

75

△2,260
4,759 3,893 1,798 △2,095

- - - -
- - - -

【PL】
府支出金
（経常費用
充当）

2025年日本国際博覧会機運醸成に資する事業実
施に係る「大阪府2025年大阪・関西万博地域連
携イベント開催支援事業補助金」によるもの。

- - - -
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
168 500 665 165

経
常
収
入

- - - -
- - - -
-

特徴的な事項
A B B-A

- - -

勘定科目 令和5年度
令和6年度 令和7年度 差額 勘定科目等

-200 200 - 負債及び純資産の部
合計

200 200
- - -
- - - △93,583 △96,447 △2,864
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - △93,583 △96,447 △2,864

-
- - - 93,783 96,647 2,864

イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - -

- - -

200 200 - - - -
- - - 83,871 87,921 4,050

- -
- - - - - -

- -
- - - 83,871 87,921 4,050

固
定
資
産

事
業
用
資
産

- - - -

- - - -

- - - - - -
- - - - - -

- -
- - - 9,912 8,726 △1,186

△1,186
- - - - - -流

動
資
産

- - - 9,912 8,726

- - - -

令和7年度末 差額
A B B-A A B B-A

勘定科目
令和6年度末 令和7年度末 差額

勘定科目
令和6年度末
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